
［事案 23-168］ 払込保険料等請求  

・平成 24年 4月 26日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

申し込みの際に提示された設計書の解約返戻金額が、実際の解約返戻金額と相違してい

たとして、設計書記載どおりの解約返戻金額とするか、契約を取消し、保険料の返還及び

支払期間に相当する利息の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 16 年 12 月、平成 19 年 12 月に子供を被保険者として積立利率変動型終身保険に加

入したが、申込みの際に提示された設計書の解約返戻金額と保険証券に記載されている解

約返戻金額が異なっており、保険証券記載の解約返戻金額のほうが少なくなっていた。本

契約の加入目的は学資準備であり、中途解約を前提としており、解約返戻金額が設計書ど

おりでなければ学資準備としては不利な契約であり加入しなかったことから、設計書どお

りの解約返戻金額とするか、契約を取消し、保険料及び支払期間に相当する利息を支払っ

てほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

申立人の主張する保険設計書の誤表記は事実であることから、契約を取消して既払込保

険料を返還することは認めるが、下記の理由により、申立人の請求する支払い期間に相当

する利息の支払いに応じることはできない。 

(1)申立人は、本件保険料を他で運用していれば利息が付いていたことを理由に、利息相当

額の支払いを要求しているが、運用によってはマイナスも考えられることから、利息相

当額を支払うことは妥当ではない。 

(2)万が一保険事故が発生した場合には、保険会社は保険金支払いの義務を負っていたこと

から、利息相当額を支払うことは妥当ではない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、申立人は、申立契約の勧誘の際に使用された設計書に記載されている

とおりの内容で契約が成立したとして、設計書の記載どおりの内容で解約返戻金を支払う

よう求めていると解し、当事者から提出された申立書、答弁書等の書面の内容にもとづき

審理した。 

審理の結果、下記(1)～(4)の事情を踏まえ、本件は和解により解決を図るのが相当であ

ると判断し、指定（外国）生命保険紛争解決機関「業務規程」第 34 項第 1 項にもとづき、同

和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたので、和解契約書

の締結をもって解決した。 

(1)保険契約は附合契約であり、契約の内容は約款の規定に従うことから、解約返戻金の金

額も約款規定の計算方法によることになり、特段の事情の無い限り、個別契約において

約款と異なる内容の契約の成立を認めることはできない。 

(2)本件では、保険設計書において明らかに誤った返戻金額の記載があるが、保険設計書は



単なる説明の補助資料であることから、これが誤りである場合には契約の効力（有効か

無効か、取消ができるものか否か）に影響を及ぼすことはあるものの、設計書の記載に

より契約内容が変更されることはない。従って、設計書記載の解約返戻金額を請求する

主張は認められない。 

(3)しかしながら、本件契約は運用利回りをも重視した契約であり、解約返戻金の金額は契

約意思形成に重大な影響を与え、設計書の当該記載が誤っている場合には契約の要素に

錯誤があったとして無効となる可能性が存在する。 

(4)本件設計書記載金額の誤りが直ちに契約意思の決定に重要な影響を与える程度である

か否かはにわかには判断できないが、設計書の誤記は故意によるものか過失によるもの

かは不明であるものの、コンピューターにより打ち出した数字が誤っており、このよう

な打ち出した数字は誰でも正しいものであると判断してしまうことから、保険会社の責

任は重大であると言わなければならず、この数字を信じた申立人には何らの落ち度もな

い。 

  

 

 

 


